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ゆるやかに繋がり合う人と自然のネッ トワ ー ク｡

そんな心地よい つ ながりを､ 子どもも大人もい っ しょに学んでみませんか ?

事例紹介 ･ 体験などブ ー

ス 出展多数
詳しく
はウラ薗

を ご覧く
が い

プ
ロ

グ
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主催: みやぎ環境学習パ
ー トナ ー

シ ッ プ会議 (宮城県)

後援 (予定) : 環境省東北地方環境事務所､ 宮城県教育委員会､ 仙台市教育委員会

仙台広域圏 ES D ･ R⊂E 運営委員会､ 東北環境パ
ー トナ ー

シ ッ プオフ ィ ス ､ 河北新報

協力 : 財団法人みやぎ ･ 環境とくらし ･ ネ ッ トワ ー ク

企画 ･ 運営 : 宮城教育大学 環境教育ライブラリ
ー えるふ え

お問い合わせ

宮城教育大学 環境教育ライブラリ
ー えるふえ

〒9 80 -0 8 4 5 仙台市青葉区荒巻字青葉1 49 番地宮城教育大学環境教育実践研究セ ンタ
ー 内

みやぎ環境学習パ
ー トナ ー

シ ッ プ推進事業事務局 島野 ( 事務担当 竹内)
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飯島 博 ( い い じま ひろし) 長野県出身 1 9 5 6 年生 茨城県在住

肩書 : 特定非営利活動法人 アサザ基金代表理事 ･

霞 ケ浦北浦をよくする市民連絡

中学生時代に水俣病などの公害事件を知り､ 自然と人間の共存につ いて考え始めるo

1 995 年から湖と森と人を結ぶ霞ケ浦再生事業 ｢アサザプロジェ クト｣ を推進している ｡ 湖岸療生帯の復元事業や外来魚駆除事蓋ミ

流域の谷津田の保全などを地域住民､ 学校､ 企業や行政と協働で取組み ､ 1 70 を超える霞ケ 浦流域の小中学校において出索漠葉巻

実施するなど現在までに参加者娃延べ 16 万人を越えてい る o この取組みは ｢ 市民型公共事業｣ と呼ぼれ ､ 地域の産業や教育紅環

境保全機能を組み込 むこ とで新たな循環型社会システム を構築 し､ 1 00 年後には ､ ｢ トキ｣ の舞う霞ケ 浦を目指してい る ｡

N P O は社会のホルモ ンである と位置づけるなど､ 独創的な思考に基づくその取組みは ､ 大学や経済界でも研究テーマ に取り上げ

られるなど､ 日本の N P O の先駆的な役割を果 た してい る. 漫画 ｢絶望に効く薬｣ ( 山田玲司作) や 内閣府の国底藍藻白書象ど壕奄
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主普等: ｢ よみがえれアサザ咲く水辺｣ (文
一

総合出版) / ｢自然再生事業｣ (築地書館) / ｢水をめモ愚

球環 境読本‖｣ (丸善) / ｢ 住民 ･

コ ミ ュ ニ ティ との協働｣ (ぎょうせい) 他多数

出展

･ 特定非営利活動法人宮城県森林インス トラクタ ー 協会

空き缶や古紙 ･ 包装紙材を使 っ たエ コ = 作や､ 間伐材や枝村を利用 した 盲-戦

ネイチャ ー クラ フトなど､ 森林インス トラクタ ー が楽しく レクチャ ー します.

･ 南三陸町自然環境活用センタ ー

磯にすむ小さな生きものを間近で観察できる ､ ミ ニタ ッ チプ
ー

ル ｡

小さな海の世界をのぞいてみませんか?

恥 ,

■

王 コ度をチ ェ ッ クする コン ピュ
ー タ ー

診断や､ ｢ ネイチャ
ー

検遷ヨ

型のほか､ 事例紹介 ･ 展示により､ 身近な自然環境につ いて学べるコ ー ナ ー

です｡

出展

･ 環境省東北地方環境事務所 ･ みやぎ環境カウンセ ラ ー 協会

･ 水環境ネッ ト東北 ･ 水魚方式研究会

･ 宮城県保健環境センタ ー
･ 宮城教育大学環境教育ライブラリ ー えるふえ ほか




